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2017年4月1日～2027年1月31日の間に

岡山県下すべての市町村の透析施設において

維持透析の治療を受けられた方へ
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-「岡山県の透析患者数と分布の推移に関する調査」 ヘご協力のお願い 一
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1)研究の背景および目的

現在日本全国には ， •I曼性腎臓術(CKD)患者が約J:\00万人いることがわかり ， CKDは新たな困民制のひ

とつとなりました。 CKDが進行すると腎不全 ， という状況になり ． 透析治療や腎移植といった大変な治療

が必要になります。 そのため岡山県では ， 2008年からCKDの発症·悪化予I!)）(}）ため ． そしてひいては透析

患者数を減らすために ， さまざまな対策事業が行われてきました。 これらの対策事業開始後5年以J-．たち

ますが ， それでは尖際どの程度岡山県内の透祈患者数を減少させたかどうか ， については， 具体的な数値

で評価することができていませんでした。

そこでこのたび ， 以下の調査研究を計画しました。 調査対公は， 岡J.11県l吋
・

すぺての市町村の透析施設に

おける維持透析患者で ． 2017年以降2027年までの各年度における市町村別・県全体の維持透析患者数を

調査し年別に比較することで ． 岡山県ドにおける年別・地域別の維持透析出者数と分布の経年推移を明ら

かにすることを目的としています。

2)予想される医学上の貢献及び研究の意義

今回の調査研究により， 岡山県のCKD • CVD対策による透析患者数減少炒J果を明らかにすることができま

す。 また ． 透析患者数の増減数から ． 岡山県の医療費削減にどれほど寄与したのか明らかにすることができ

ます。 さらに ． 今回の結果を受けて ． 今後のCKD対策に対する新たな課題を明らかにすることができます。

2. 研究の方法

1)研究対象者

2017年4月1日から2027年1月31 11までの問に， 岡山県lごすべての市町村の透祈施設において維持透

析を行う患者約5000名を研究対象とします0

2)研究期間

倫理委員会承認後から2027年3月31|」

3)研究方法

比記研究対象者に対して ， 透析患者数およびその屈性を年度別に集計し ， 岡山県全体の年別の新規透析遵

人患者(※1)数およびその増猿， 岡l-11原全体の年別の維持透祈患者(※2)故およびその削減さらに ．




